
 

下から登っていって 

こんなに様々な様相を見せてもらえる山も 

なかなか無いなあ～って、いつも思う。 

全く飽きない。何度きても。 

 

白一面の冬も、春、夏のフレッシュな緑も、 

お洒落な装いの秋も、完璧。 

 

今日は、春の南魚沼の山中で、 

いちばん美しいブナ林をご紹介します。 

 

巻機山の 5合目間近からの美しいブナ林。 

 



この空間に居たいがために登るときがあってもいいくらい、 

みどりのきもちいい、最高のブナ林。 

いろんなことが洗われてリセットできる。 

深呼吸でカラダの中が浄化するような、そんな空間。 

 

まっすぐに高く伸びたブナ林は、 

一本ごとに見ても、林としても、 

誠、美しい。 

 

登りはじめて１時間程度でこの光景。 

既に、このあたりでご機嫌です。 

 

８合目を過ぎ、天国の階段（私がつけた（汗））を登ると、 

そこには、実を言うと、私が井戸尾根コースで一番好きな景色が広がる。 

ここは本当に、ここが見れたら帰ってもいいと、素直に思える。 

（実際何度か帰ったことがある。） 

たぶん、巻機山のいちばん好きな部分。 

 

春夏秋冬なんて大きなくくりじゃなく 

４月、５月、６月ってひと月単位に見たい。 

１０月に至っては、今日はどんな？ってなるの。 



 

今日は、春の巻機山の紹介ですが、 

特に、ここの秋のおしゃれさにはびっくりしますよ～！ 

ほんとうに色んな姿で楽しませてくれます。 

 

今時期は、こんなか～って、 

毎回やられます。毎回負けてます。笑 

今日は、肉眼ではみれたけど、残念ながらガスで写真には残せず… 

でも、今日も思わず声がでた。笑 

 

そして、ニセ巻機山を過ぎ、残雪と、草原に点在する池塘と水芭蕉。 

山頂からは、越後三山。 

が、残念ながら今日はみえたり隠れたり。 

 

ガスに見え隠れする、チラリズムもまた山のいいところ。 

全容が見えたときの嬉しさったら！ 

 


